
掛渕川のＢＯＤ平均値経年変化

ＢＯＤの値が大きいほど、汚れがひどい。
山口県の環境基準は2. 0ppm以下。資料：掛渕川水
系生活排水浄化対策協議会設立総会資料より

掛渕川の汚れ原因

生活排水

産業排水畜産系

その他

汚れの原因の多くが生活排水であることがわかる。
今後の各家庭での排水対策が重要となる。
資料：同 上
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美しい川を残すため

台 所 で

で き る こ と

○ 食器やなべなどの汚れは、紙やヘラで
ふきとってから洗い
ましょう。

○ 流しから調理くず
や食べ残しなどを流
さないよう にしま
しょう。

○ 目の細かい「コーナー」や水切り袋な
どでうけましょう。特に「使用済ストッ
キング」を利用すれば
少しの手間で資源の再
利用になります。

○ 食用油は、使いきるよ
うにし、それでも残った
ものは、紙や布にしみこ
ませて処分しましょう。
流しから捨てるのは絶対
にやめましょう。
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